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河内神社地区秋祭（10月中旬 /毎年）

神沼田神社奉納神楽（11月 2日 /毎年）

　市内で最北に位置し、現在石見系神楽の影響が最も濃く見
られる。天保の大飢饉（1833-1839）を憂いた当時の庄屋が十数
年にわたる水路工事を完成させた記念として、安芸（広島県西
部）に縁のある人物に山代神楽を習得させ、秋祭りで奉納した
事が起源とされる。大正期（1912-1926）に石見神楽などを取り
入れ、現在伝承されている形の原形が作られた。

①潮祓（しおはらい）②真榊（まさかき） ③大江山（おおえやま） 
④八幡（はちまん） ⑤貴船（きふね） ⑥女神（じゅうら） 
⑦熊襲（くまそ） ⑧塵輪（じんりん） ⑨黒塚（くろづか）
⑩岩戸開き（いわとびらき） ⑪鍾馗（しょうき） 
⑫鵺退治（ぬえたいじ） ⑬天神（てんじん） ⑭大蛇（おろち）
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奉　納剣霊神社地区秋祭（10月下旬 /毎年）

①天神地祇（てんしんちぎ） ②火の神（ひのかみ）
③黄泉醜女（よもつしこめ） ④天の斑駒（あまのぶちこま）
⑤天の岩戸（あまのいわと） ⑥八俣大蛇（やまたのおろち）
⑦大国主の神（おおくにぬしのかみ） ⑧事代主の神（ことしろぬしのかみ）
⑨薙刀舞（なぎなたのまい） ⑩天孫降臨（てんそんこうりん）
⑪芝鬼人（しばきじん） ⑫五郎の王子（ごろうのおうじ）

①六神（ろくじん） ②諸神（しょじん） ③しゃすい ④ないぎ 
⑤芝鬼神（しばきじん）⑥荒霊武鎮（こうれいぶちん） 
⑦日本記（にほんぎ） ⑧敷太刀〈四季太刀〉（しきだち） 
⑨三鬼（さんき） ⑩天大将軍（てんだいしょうぐん） 
⑪五郎王子（ごろうおうじ） ⑫岩戸（いわと） ⑬湯立て（ゆたて） 
⑭神おろし ⑮長刀（なぎなた） 
大元神社秋祭（10月下旬 /毎年）

向峠神楽保存会：岩国市錦町宇佐郷向峠
〈岩国市指定無形民俗文化財　S50（1975）.5.27指定〉
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　安政年間（1854-1860）山代一帯に疫病が流行した際、平癒祈
願として奉納され、それ以来百数十年間絶えることなく伝承
されてきた。出雲の流れをくむ安芸系神楽に「五行」を骨子と
した備中神楽が強く影響していると考えられ、その起源は享
保年間（1716-1735）にさかのぼるともいわれる。

①禊祓い（みそぎはらい） ②御神楽（おかぐら） 
③導きの舞（みちびきのまい）④七夕舞（たなばたまい） 
⑤恵比寿舞（えびすまい） ⑥那須野ケ原（なすのがはら）  
⑦岩戸（いわと） ⑧大江山（おおえやま） ⑨小太刀（こだち） 
⑩柴鬼神（しばきじん） ⑪八岐の大蛇（やまたのおろち） 
⑫山の神（やまのかみ） 

河内神社秋祭（10月第 2土曜日 /毎年・式年祭）

①禊神楽（みそぎかぐら） ②一人神楽（ひとりかぐら） 
③湯立神楽（ゆたてかぐら） ④猿田彦（さるたひこ） 
⑤恵比須（えびす） ⑥小太刀（こだち） ⑦柴鬼神（しばきじん）
⑧三鬼（さんき） ⑨天の岩戸（あまのいわと） 
⑩大江山 （おおえやま）⑪八岐乃遠呂智（やまたのおろち） 
⑫天大将軍（てんだいしょうぐん）
白羽神社人丸祭宵祭（9月17日/毎年）白羽神社秋期夜殿祭
（11月2日/毎年・式年祭）白羽神社天神祭宵祭（毎年12月
13日）生見八幡宮秋祭夜殿祭（10月第4土曜日/隔年）

山代神楽本谷保存会：岩国市本郷町本谷
〈山口県指定無形民俗文化財　S51（1976）.3.16指定〉

　「古事記」の物語になぞらえた演目を伝承している。享保2
（1717）年には行われていたといわれ、以来3回大きく形式が変
化したと伝えられている。当初は信仰を目的とした神楽が行わ
れていたが、次第に伝統行事としての意味合いが強くなり、そ
の後広島県安芸郡白砂（現広島県広島市）から訪れた職人に鑑賞
を主とする神楽を習い、現在に伝わる神楽の原形が作られた。

上沼田神楽保存会：岩国市錦町須川上沼田
〈岩国市指定無形民俗文化財　S56（1981）.10.1指定〉

　山代地方に残る神楽の中で唯一、周防神舞系の様式を強く
残している。かつて西畑地区中心部にある大元神社において
神職によって奉納されていたが、明治以降、氏子によって舞
われるようになり、神社の名前から大元神楽と呼ばれていた。
地区には、天明8（1788）年の銘がある木製の古面が数点、およ
び昭和51（1976）年の手引書が伝えられている。

東谷神楽保存会：岩国市美和町渋前、西畑

　地区の中心にある白羽神社の社殿落成式が天保10（1839）年
に行われた際、佐伯郡明石村（現広島県廿日市市）の神楽を招
聘したと言われ、以来現在に至るまで一度も絶えずに伝承さ
れてきた。安政5（1859）年生見八幡宮鎮座1000年祭の際「二
ツ野山代神楽舞献納」の記述があり、また、演目や次第につい
て明治以降の文書が残されている。

山代白羽神楽保存会：岩国市美和町北中山二ツ野
〈山口県指定無形民俗文化財　S51（1976）.3.16指定〉

　小瀬川を挟んで広島県境に位置する。江戸時代までは周防
神舞系の神楽が舞われていたが、明治から大正にかけて現在
の神楽の原型となる狂言神楽が本郷村（現岩国市本郷町）から
伝わったといわれている。昭和初期から戦前までは素面で行
う太夫舞が盛んに舞われていたが、現在は劇的要素が強い着
面の舞も積極的に披露されている。

①湯立て（ゆたて） ②煤掃き（すすはき） ③七五三（しめぐち） 
④柴鬼神（しばきじん） ⑤三刀（さんとう） ⑥さすい 
⑦恵美寿（えびす） ⑧三鬼（さんき） ⑨姫取り（ひめとり） 
⑩金時（きんとき） ⑪五郎納寿（ごろうのうじゅ） 
⑫天岩戸（あまのいわと） ⑬御神楽（おかぐら） 
⑭大江山（おおえやま） ⑮八又の大蛇（やまたのおろち） 
⑯大将軍（だいしょうぐん） ⑰塵倫（じんりん）

釜ヶ原神楽団：岩国市美和町釜ヶ原
〈岩国市指定無形民俗文化財　H5（1993）.3.12指定〉

　起源は享保年間（1716～1735）にさかのぼり、生見八幡宮で
舞い始められたと伝えられる。伝統的な山代神楽の演目を受
け継ぎ、生見各地の小祠の式年祭で山鎮舞を奉納するなど周
囲の伝統行事との関わりも深い。享保8（1723）年および明治
時代に作製された資料の写し（昭和24（1949）年写）が伝わる。

①神殿開き（かんどのひらき） ②煤掃き（すすはき） 
③七夕（たなばた） ④三賛返し（さんさんがえし） ⑤小太刀（こだち） 
⑥五郎皇子（ごろうおうじ） ⑦恵比寿（えびす） 
⑧柴鬼神（しばきじん） ⑨三鬼（さんき） ⑩大江山〈羅生門・金時・
鬼退治〉（おおえやま〈らしょうもん・きんとき・おにたいじ〉） 
⑪大蛇（おろち） ⑫天の岩戸（あまのいわと） ⑬山締め（やまじめ）

生見八幡宮秋祭前夜祭（10月第4土曜日）柿木原年祭（10月/式年祭）
長野年祭（11月/式年祭）牛ケ多和年祭（11月2日/式年祭）

金山神楽保存会：岩国市美和町生見金山
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・駄床神楽（岩国市美和町上駄床）
・名坪神楽（岩国市美和町名坪）
・大野神楽（岩国市美川町大野）
・向畑神楽（岩国市錦町向畑）
・木谷神楽（岩国市錦町木谷）
・上須川神楽（岩国市錦町須川上須川）
・佐古神楽（岩国市錦町須川佐古）
・大原神楽（岩国市錦町大原）
・宇佐神楽（岩国市錦町宇佐）

〈参　考〉・「山代地方の神楽－山口県山代地方の伝統文化に関する調査研究事業－」平成17年3月山口県教育委員会発行　　・各保存会員への聞き取り

‒ 大江山 ‒

‒ 黄泉醜女 ‒ ‒ 八岐乃遠呂智 ‒

‒ 大江山 ‒

‒ 大江山 ‒‒ 恵比寿 ‒‒ 諸神 ‒
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